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春闘要求の考え方
ＪＲ西日本連合

〇定期昇給制度が確立されてい
る単組は、年度初における定期
昇給の完全実施を求める。

〇定期昇給制度が確立されてい
ない単組は、制度の確立と併
せ、定期昇給相当分（５,０００
円）の確実な確保を求める。

〇その上で、総合生活改善や格
差是正の観点に立って、賃金を
はじめとする労働諸条件の改
善原資として、月例賃金総額
２％相当分を求めます。そのう
ち、１,０００円を目安に純ベア
統一要求を行う。

〇純ベア要求以外の諸労働条件
改善要求について、各単組は手
当偏重型の賃金制度改善や柔
軟な就労環境の整備に資する
要求項目を盛り込む。

川 柳  ［ ポケットに　お守り手帳　活用だ ］　和歌山地方本部・和泉砂川駅連区分会

上
村
委
員
長
に
よ
る
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

全
グ
ル
ー
プ
労
組
に
よ
る
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

挨拶を行うJR連合荻山会長

代
表
質
問
を
行
う
池
上
委
員

（
J
R
西
労
組 

賃
金
対
策
部
長
）

代
表
質
問
を
行
う
南
委
員

（
N
E
S
C
O
労
組
副
委
員
長
）

　

中
央
本
部
は
、中
計
の
見
直
し

に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
、「
変
化
対

応
力
」の
向
上
や
目
指
す
未
来
に

向
け
た
地
域
共
生
の
深
耕
と
新
た

な
価
値
創
造
への
挑
戦
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
、今
後
の
更
な

る
雇
用
の
安
定
を
図
って
い
く
こ
と

を
目
的
に
、昨
年
４
月
に
グ
ル
ー
プ

外
への
出
向
の
協
定
を
締
結
し
、多

く
の
組
合
員
が
現
在
も
グ
ル
ー
プ

外
に
出
向
し
、日
々
奮
闘
し
て
い

る
。

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、グ
ル
ー

プ
内
出
向
に
つい
て
も
対
象

と
な
る
よ
う
、Ｊ
Ｒ
連
合
と

連
携
し
、政
府
や
厚
労
省
な

ど
へ
直
接
要
請
し
た
こ
と
で
、

昨
年
の
８
月
１
日
以
降
、グ

ル
ー
プ
内
企
業
へ
の
出
向
を

行
っ
た
場
合
に
つい
て
も
、産

業
雇
用
安
定
助
成
金
制
度

が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
　

会
社
は
、グ
ル
ー
プ
内
出

向
に
つい
て
、「
新
型
コロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
う

事
業
活
動
の
縮
小
に
よ
り
生
み
出

さ
れ
る
要
員
を
今
回
の
出
向
な
ど

に
よ
り
効
果
的
に
運
用
し
、さ
ら
な

る
雇
用
の
安
定
に
つ
な
げ
、グ
ル
ー

プ
会
社
の
業
務
を
経
験
す
る
こ
と

で
将
来
の
当
社
の
事
業
運
営
に
生

か
し
、社
員
の
成
長
を
図
れ
る
こ

と
、そ
し
て
産
業
雇
用
安
定
助
成

金
が
活
用
で
き
れ
ば
収
支
改
善
に

も
つ
な
が
る
」と
し
て
い
る
。

中
央
本
部
は
、

①
出
向
者
が
不
利
益
と
な
ら
ず

本
人
の
更
な
る
成
長
が
図
れ

る
こ
と

②
対
象
者
に
つい
て
は
、不
公
平
感

が
な
い
よ
う
に
全
て
の
社
員（
契

約
社
員
除
く
）と
し
、系
統・職

務
階
層
に
つい
て
も
全
て
を
対

象
と
す
る
こ
と

③
産
業
雇
用
安
定
助
成
金
を
活
用

す
る
に
は
本
人
の
同
意
が
必
要

と
な
る
こ
と
か
ら
強
制・強
要
と

な
ら
な
い
こ
と

④
出
向
者
に
対
す
る
フ
ォロ
ー
を
出

向
期
間
中
に
確
実
に
行
う
こ
と

な
ど
を
確
認
し
、２
月
25
日
に「
新

型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
る
現
下
の
経
営
環
境
を
踏
ま

え
た
雇
用
確
保
と
人
財
育
成
を

目
的
に
実
施
す
る
グ
ル
ー
プ
内
企

業
間
の
出
向
の
取
扱
い
に
関
す
る

協
定
」を
締
結
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合
を
代
表
し

て
、上
村
議
長（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
中

央
本
部
執
行
委
員
長
）が
挨
拶

に
立
ち
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、

最
前
線
で
業
務
を
愚
直
に
行
っ

て
い
る
組
合
員
に
対
す
る
感
謝

と
と
も
に
、コ
ロ
ナ
禍
が
３
年
目

に
入
り
、現
在
も
第
６
波
で
鉄

道
や
旅
行
、ホ
テ
ル
、物
販・飲
食

な
ど
の
売
上
が
低
下
し
て
い
る

が
、グ
ル
ー
プ
全
体
で
こ
の
危
機

を
何
と
し
て
も
乗
り
越
え
て
い

き
た
い
と
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

そ
し
て
、「
安
全
確
立
」「
２
０

２
２
春
季
生
活
闘
争
」「
コ
ロ
ナ

禍
を
踏
ま
え
た
変
化・変
容
へ
の

対
応
」、「
政
治
の
重
要
性
」な
ど

に
触
れ
、特
に
２
０
２
２
春
季
生

活
闘
争
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
グ

ル
ー
プ
全
て
の
仲
間
の
生
活
と

雇
用
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に

「
人
財
へ
の
投
資
」を
積
極
的
に

求
め
る「
未
来
づ
く
り
春
闘
」を

展
開
し
て
い
く
と
力
強
く
決
意

を
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、定
期
大
会
以
降
の

経
過
報
告
と
、２
０
２
２
春
季
生

活
闘
争
を
は
じ
め
、当
面
す
る

活
動
方
針
が
提
起
さ
れ
た
。代

表
質
問
で
は
南
委
員（
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ

Ｏ
労
働
組
合・副
執
行
委
員
長
）

と
池
上
委
員（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
中

央
本
部
賃
金
対
策

部
長
）の
２
名
か
ら
、

「
安
全
確
立
」「
業
務

課
題
」「
２
０
２
２
春

闘
」に
つ
い
て
方
針
を

補
強
す
る
積
極
的
な

発
言
が
あ
っ
た
。

　

最
後
に
、Ｊ
Ｒ
西

日
本
グ
ル
ー
プ
51
単
組
が
団
結

を
深
め
、組
合
員
と
家
族
の
負
託

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、一
丸
と
な
っ

て
要
求
実
現
に
向
け
粘
り
強
く

取
り
組
む
こ
と
を
満
場
一
致
で

確
認
し
た
。

　

今
後
、グ
ル
ー
プ
の
各
労
組
は

２
月
28
日
の
統
一
要
求
日
に
要

求
書
を
一斉
に
提
出
し
、51
単
組

４
万
８
0
0
0
名
が
一
丸
と
な
っ

て
２
０
２
２
春
闘
を
闘
っ
て
い

く
。　

　

Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合（
Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
労
働
組
合
連
合

会
）は
、２
月
10
日（
木
）、Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
大
阪
リ
バ
ー

サ
イ
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、第
29
回
委
員
会
を
開
催
し
た
。
傍

聴
者
を
設
け
ず
感
染
症
対
策
を
講
じ
た
会
場
に
約
１
０
０
名

が
参
集
し
た
。委
員
会
の
議
長
に
大
川
委
員（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
米

子
地
本
執
行
員
長
）を
選
出
し
、議
事
を
進
行
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
連
合
の
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労

組
連
絡
会
春
闘
総
決
起
集
会
を
、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合
第
29
回
委
員

会
と
同
日
、Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ

大
阪
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
を
メ
イ

ン
会
場
に
、東
京
、名
古
屋
、高
松
、

博
多
の
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
を
テ
レ

ビ
会
議
シ
ス
テ
ム（
Ｚｏｏｍ
）で
繋
い

で
開
催
さ
れ
、Ｊ
Ｒ
連
合
に
加
盟

す
る
各
グ
ル
ー
プ
労
組
が
春
闘
勝

利
に
向
け
て
熱
く
決
意
表
明
を

行
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
よ
り
荻
山
会
長
が
出

席
し
、現
在
の
Ｊ
Ｒ
連
合
を
取
り

巻
く
情
勢
報
告
が
あ
り
、２
０
２
２

春
季
生
活
闘
争
の
方
針
が
提
起
さ

れ
、Ｊ
Ｒ
７
単
組
と
グ
ル
ー
プ
92
単

組
が「
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
」と
な
っ

て
、粘
り
強
く
闘
う
こ
と
が
確
認

さ
れ
た
。ま
た
、各
エ
リ
ア
連
合・各

分
科
会
を
代
表
し
て
６
単
組
か
ら

力
強
い
決
意
表
明
が
あ
り
、グ

ル
ー
プ
会
社
を
取
り
巻
く
厳
し

い
経
営
状
況
や
職
場
実
態
、春

闘
に
対
す
る
思
い
が
報
告
さ
れ

た
。
　

す
べ
て
の
Ｊ
Ｒ
関
係
労
働
者

の
雇
用
と
生
活
の
維
持
を
最
優

先
に
、「
人
財
への
投
資
」と「
働

き
の
価
値
に
見
合
っ
た
賃
金
」へ

引
き
上
げ
る
た
め
に
、Ｊ
Ｒ
西
日

本
連
合
の
全
51
単
組
、Ｊ
Ｒ
グ

ル
ー
プ
労
組
全
99
単
組
が
一
丸

と
な
っ
た
取
り
組
み
を
積
極
的

に
展
開
し
て
い
く
。

グループ内出向の締結内容
○期間：２０２２年４月１日から２０２４年５月31日ま
　での期間のうち最大２年間
○対象者：社員、シニア社員、シニアリーダー社員の
　うち、会社が選定し本人が了解した者とする。
○賃金：出向期間中の賃金は、ＪＲ西日本の規定に
　より支払う。社会保険についても会社が負担する。
　（会社基準）
○労働条件：出向期間中の就労条件は出向先の会社
　規程による。（出向先基準）
 
グループ内出向で期待される効果
●グループ会社の業務を経験し「グループ会社での
　知見」を吸収することで、今後の当社の事業運営
　に生かすこと
●グループ会社での業務経験を通じて社員一人ひと
　りの更なる成長を図ること
●お客様の減少に伴う業務量の減少や業務執行体
　制の見直し等を受けて、一時的に発生する現在員
　の効果的な活用による収支改善

全
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
が

  

「
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
」で
闘
う
こ
と
を
確
認

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
２
０
２
２
春
闘
総
決
起
集
会

Ｊ
Ｒ
西
日
本
連
合
第
29
回
委
員
会

51
単
組
４
万
８
０
０
０
名
が
一
丸
と
な
っ
て
闘
っ
て
い
く

 

ＪＲ西日本グループ内
企業間出向の協定締結

出向者の不利益・不公平感への
配慮とフォローを確認


